
南郷地区女性自主防災会（掛川市）

取組概要
• ２か月ごとに会合を開き、AED受講や有識者講演、意見交換などを行ってい
る。防災スキルの向上を図りつつ、委員の負担にならない範囲での活動を心
がけている。

• 「女性防災倉庫」を設置し、一般的な地区の防災倉庫の内容（非常食や医療
キットなど）に加え、女性用品・オムツ・ミルクなど、女性や乳幼児のため
の備品を中心に備蓄している。

• 最近では就業者が多くなり、家事との両立で参加が困難となっている方が増
えている。また、コロナ禍以降各自治会との連携が希薄になっていることが
課題。

• 今後は、女性のみの組織化にこだわらず、各自治会の防災会に女性を登用し、
女性の意見を反映させる体制づくりを構築していくこと目指していく。

  

団体連絡先
• 南郷地区女性自主防災会（掛川市）
• 代表者名：田村智美
• 連絡先：0537-23-0324（学習セン
ター）

• 代表者（団体）からのメッセージ
平時からの備えについて、女性目線で
の意見交換をよろしくお願いいたしま
す。

組織概要
• 平成25年8月30日に発足し、20～70代までの幅広い世代の女性32人で活動中。（令和５年12月時点）
• 女性目線での意見を反映させ運営することを目的に、９自治会からなる南郷地区で女性防災組織を立ち上げた。
• 災害時は、地区の自主防災会と協同で避難所の設営と運営を行う。

きっかけ・課題
• 東日本大震災での避難場所の映像を視聴した際、乳児をあやしている女性の様子などから、女性でないとわから
ないことがたくさんあることに気づいたこと。

• 予算や場所の確保など運営体制を確立出来るよう、組織化し活動を行っている。

ポイント！
• 女性が参画したことによって防災以外にも日常の情報が継承できている。
（おばあちゃんの知恵など）

• 女性目線での備えを充実させることができている。

自治会と連携した
地区女性自主防災会の設置

防災講座受講中の様子


